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第７８巻第８号予定
展望：エネルギー資源を供給する農山村：小林 久
小特集：農業農村工学分野における再生可能エネルギーの利用技術

①農業用水を利用した小水力発電に関する課題と方向性：上坂博亨ほか
②緩勾配水路における小水力利用技術：後藤眞宏ほか
③水熱源ヒートポンプによる農村地域の地中熱エネルギーの利用：奥島里美ほか
�潮力波力発電の最近の動向と海岸保全整備への利用可能性：丹治 肇ほか
⑤水田放牧の飲水場管理における太陽光エネルギーの利用：中尾誠司

技術リポート
北海道支部：水質保全に配慮して疎水材に石灰石を用いた暗渠排水の効果：嶋村幸仁ほか
東北支部：七五三掛（しめかけ）地区地すべりの GPSによる動態観測：三浦智明ほか
関東支部：頭首工取水ゲートの遠隔操作化による用水路の溢水防止：太田純治
京都支部：神通川流域カドミウム汚染田復元３０年の歩み：河合義則
中四国支部：農業用ため池防災カルテの作成と危険度評価：佐々木伸浩ほか
九州支部：生態系への配慮と農業生産活動の両立：西川紀和視

小講座：太陽光発電：菅沼良之
私のビジョン：圃場から届ける「おいしさ」を支える農業農村工学：北川 巌
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農業農村工学会行事の計画
農業農村工学会行事について，下表のように計画しています。奮って参加下さるよう，お待ちいたしております。

のマークは，技術者継続教育認定プログラムとして認定されたもの，および認定申請中のものを表しています。

第４３回通常総会を開催したので，報告いたします。

１． 日 時 平成２２年５月１９日（水）１４：３０～１５：３０

２． 場 所 農業土木会館６階大会議室

３． 出席者（代議員総数１１０名）

出席代議員１６名，議決事項について書面で意思表示をした

ことにより出席とみなされる代議員１４名，委任状提出の代議

員６０名，計９０名

４． 開 会

事務局より出席代議員が，定款第３０条に規定する定足数を

満たしていることを確認し，成立している旨を告げ，開催を宣

した。

５． 会長挨拶 宮� 毅会長

６． 議長選出

宮� 毅会長を仮議長とし，定款第３４条の規定により議長

選出を諮り，全員一致をもって後藤 章代議員を議長に選出し

た。

７． 議事録署名人選任

議長の指名一任により，議長は次の２名を議事録署名人に

選任した。

齋藤公三，松浦良和代議員

８． 議案審議

（１） 議案１．平成２１年度事業報告

事務局から「第４３回通常総会議案」により内容を説

明。

原案どおり決定された。

（２） 議案２．平成２１年度収支決算

事務局から「第４３回通常総会議案」により内容を説

明。原案どおり決定された。

（３） 議案３．平成２２年度事業計画

事務局から「第４３回通常総会議案」により内容を説

明。原案どおり決定された。

（４） 議案４．平成２２年度収支予算

事務局から「第４３回通常総会議案」により内容を説

明。原案どおり決定された。

（５） 議案５．名誉会員の推挙

事務局から「第４３回通常総会議案」により内容を説

明。原案どおり決定された。

（６） 第２２期役員の選任

事務局から代議員による選挙で役員候補者選出につい

て説明。定款第２０条第１項の規定により，下記の２７名

を６月１日より２年間の任期で役員に選任（再任７名，

新任２０名）した。

再任された役員（７名）

理事 有好利典，岩崎和己，河地利彦，小前隆美，

開 催 日 主 催 行 事 名 テ ー マ 開催場所 掲載号
平成２２年８月

２６，２７日 畑地整備研究部会 第４８回畑地かんがい研究集会 くだもの王国を支える栽
培・灌漑技術

岡山市，倉
敷市 ７８巻５，７号

平成２２年８月
３１日～９月３日 大会運営委員会 平成２２年度農業農村工学会大会講演会 神戸市 ７７巻１２号

７８巻１，３，４，６号
平成２２年９月

９，１０日 農村計画研究部会 第３２回現地研修集会 水で結ぶ新たな絆を次世代
に 高松市 ７８巻５，７号

平成２２年１０月
７，８日 農地保全研究部会 第３１回研究集会 前橋市 ７８巻７号

平成２２年１０月
１４，１５日 京都支部 平成２２年度講習会・シンポジウム 名古屋市 ７８巻７号

平成２２年１０月
１９，２０日 九州支部 第９１回講演会・ポスターセッション・第

３３回講習会・シンポジウム・現地見学会 熊本市 ７８巻６号

平成２２年１０月
２０日 関東支部 第６１回大会講演会 甲府市 ７８巻６号

平成２２年１０月
２７，２８日 中国四国支部 第６５回講演会・第３４回地方講習会 山口市 ７８巻６号

平成２２年１１月
１７～１９日のうち
一日

資源循環研究部会 平成２２年度研究発表会

農村における水やバイオマ
ス等資源の利活用及び循環
に係る調査・研究の最新成
果

東京都 ７８巻７号

平成２２年１１月
１８，１９日 東北支部 第５３回研究発表会・第４４回研修会・第

３４回地方講習会 盛岡市 ７８巻６，７号

平成２２年１１月
１８，１９日 京都支部 第６７回研究発表会 津市 ７８巻７号

平成２２年１１月
２５，２６日

水文・水環境研究
部会 第２３回シンポジウム 農林地および広域の水文・

水環境 宇都宮市 ７８巻７号

社団法人農業農村工学会第４３回通常総会の報告
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戸澤正彦，村上 章，渡邉紹裕

新任された役員（２０名）

理事 内田一徳，大島洋介，大堀忠至，木村和弘，

北村義信，佐藤照男，佐藤政良，塩沢 昌，

嶋 栄吉，高木 東，高見浩三，辻 修，

中條康朗，中山 晃，野中資博，春山成子，

平松和昭，溝田大助

監事 佐々木清貴，八丁信正

９． 閉 会

以上をもって全議案の審議を終了し，総会は終了した。

第４３回通常総会の議により，「名誉会員の推挙に関する内

規」に則って第２１３回理事会で推薦された次の正会員（敬称

略）を名誉会員に推挙した。これにより名誉会員の現在数は，２１２

名となった。

阿部四郎，井手光男，宇和川正人，遠藤紀寛，大原芳夫，

加納利博，川合 亨，黒澤正敬，小坂公夫，後藤兵作，

丹 道晴，冨田正彦，豊國永次，中道 宏，福櫻盛一，

藤澤 和，堀部孝一，宮本和美，米原 宏

平成２２年６月８日開催の第２１５回理事会において，理事の互選（定款第２０条第２項）により会長，副会長，専務理事を選出

したほか，第２２期理事の会務分担および常置委員会委員長等を次のとおり定めた。

記

１． 会長等

会 長 河地利彦（京都大学大学院農学研究科教授）

副 会 長 中條康朗（（独）水資源機構副理事長）

副 会 長 佐藤政良（筑波大学大学院生命環境科学研究科教授）

副 会 長 大堀忠至（NTCコンサルタンツ（株）代表取締役社長）

専務理事 岩崎和己（（社）農業農村工学会）

２． 理事の担当部門

〔担当部門〕 〔総括する副会長〕 〔担当理事〕

企画・運営業務 中條康朗 戸澤正彦，大島洋介，嶋 栄吉，高見浩三，春山成子，溝田大助

学会誌等定期刊行 佐藤政良 小前隆美，塩沢 昌，高見浩三，春山成子，村上 章，辻 修，佐藤照男，木村和弘，

活動 内田一徳，北村義信，高木 東

講演会等行事活動 大堀忠至 野中資博，有好利典，小前隆美，戸澤正彦，中山 晃，溝田大助

調査・研究活動 佐藤政良 村上 章，大島洋介，塩沢 昌，野中資博，平松和昭，渡邉紹裕

出版活動 大堀忠至 大島洋介，有好利典，小前隆美，渡邉紹裕

国際活動 佐藤政良 嶋 栄吉，中山 晃，村上 章

技術者教育活動 中條康朗 中山 晃，平松和昭，塩沢 昌，有好利典，小前隆美，高見浩三，戸澤正彦，野中資博，

溝田大助

支部業務活動 中條康朗 佐藤政良，大堀忠至

辻 修，佐藤照男，木村和弘，内田一徳，北村義信，高木 東

３． 第２２期常置委員会委員長等

企 画 委員会 戸澤正彦 広 報 委員会 大島洋介 学術基金運営 委員会 中條康朗

定期刊行物 〃 佐藤政良 学会誌編集 〃 村上 章 論文集編集 〃 塩沢 昌

PWE日 本 〃 春山成子 行 事 企 画 〃 大堀忠至 研 究 〃 渡邉紹裕

上野賞選考 〃 野中資博 学会賞選考 〃 佐藤政良 出 版 企 画 〃 小前隆美

国 際 〃 嶋 栄吉 JABEE 担 当 平松和昭 スチューデント委員会担当 嶋 栄吉

平成２２年度名誉会員の推挙

第２２期理事役職者の選任および会務分担について
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平成２３年度の農業農村工学会賞（上野賞，沢田賞を除く）

を，募集要項に則って，推薦書によりご推薦下さい。

締切りは，平成２２年１０月末日です。推薦書様式および，

授賞規程は学会HPをご参照下さい。

国土交通省，東京都，水の週間実行委員会主催『ウォーター

フェア’１０東京』は例年同様「水の週間」の一つのイベントと

して行われます。今年も「水の展示会」に農業用水部門とし

て，関係諸団体の協力を得て，農業農村工学会が農業用水展示

実行委員会を組織し，昨年までと同様に展示の準備を進め出展

することとなりました。

多くの方の来場をお待ちしております。

展示の場所 科学技術館（千代田区北の丸公園２―１）

第３４回水の週間「ウォーターフェア’１０東京」農業用水の展示出展について（再）

農業用水展示実行委員会

平成２３年度農業農村工学会賞候補の推薦について（再）

平成２３年度 農業農村工学会賞 募集要項

賞の種別 学術賞
奨励賞 優秀賞

研究奨励賞 技術奨励賞 優秀論文賞 優秀技術賞 優秀技術リポート賞

賞の趣旨

農業農村工学に関する学術
または技術の進歩に貢献し
た創意ある優秀な業績

農業農村工学に関する学術または技術の進歩に寄与す
ると認められる優秀な業績

農業農村工学に関する学術または技術についての優秀な業績

農業農村工学に関する研究
業績

農業農村工学に関する計
画，設計，施工，管理等の
技術業績

農業農村工学に関する単独
の研究業績

農業農村工学に関する計
画，設計，施工，管理等の
単独の技術業績

農業農村工学に関する単独
の技術リポート業績

賞の対象範囲お
よび期間

平成１７年１０月から平成
２２年９月までに，本学会
の刊行物に発表された論
文，報文等を原則とする。
ただし，同一の課題につき
それ以前に発表されたもの
は，一連の業績として対象
とすることができる。

平成１９年１０月から平成
２２年９月までに，本学会
の刊行物に発表された論
文，報文等を原則とする。
ただし，同一の課題につき
それ以前に発表されたもの
は，一連の業績として対象
とすることができる。

平成１９年１０月から平成
２２年９月までに，本学会
の刊行物に発表された論
文，報文等を原則とする。
ただし，同一の課題につき
それ以前に発表されたもの
は，一連の業績として対象
とすることができる。

平成２１年１０月から平成
２２年９月までに，本学会
の刊行物に発表された論
文，報文等を原則とする。

平成２０年１０月から平成
２２年９月までに，本学会
の刊行物に発表された論
文，報文等を原則とする。
主として現場調査資料，現
場技術報告書から選ぶ。

平成１７年１０月から平成
２２年９月までに，本学会
の刊行物に発表された技術
リポート

受賞候補者 会員
会員または会員の属する組
織・団体

会員

推薦の方法
正会員の自薦または他薦による。推薦者は推薦書により会長宛推薦する。推薦者は
業績（コピー可）を１部提出する（いずれも返却しない）。

正会員の自薦，他薦または学会誌・論文集の編集委員会の推薦による。推薦者は推
薦書により会長宛推薦する。推薦者は業績（コピー可）を１部提出する（いずれも
返却しない）。

賞の種別 著作賞 教育賞 環境賞 歴史・文化賞 地域貢献賞 国際貢献賞 メディア賞 功労賞

賞の趣旨

一般に市販されてい
る図書の中で，農業
農村工学に関する学
術または技術を広く
世に紹介することに
顕著な貢献をなした
と認められる業績

農業農村工学教育，
技術者の継続教育な
ど資質の向上に寄与
したと認められる活
動で優れた業績

農業・農村の生産・
生活環境の改善や生
態系保全など，美し
い環境の保全や創出
において優れた計画
および施工の事例並
びに管理・保全活動

農業農村工学に関す
る歴史・文化を広く
紹介，あるいは研究
分析の業績

農村地域社会の発
展・活性化に貢献し
た業績

農業農村工学に関す
る学術・技術につい
ての，国際的な交
流・調査研究で優れ
た業績

農業農村工学を紹介
した優れたパンフ
レット，ビデオ作
品，教材スライド，
映画等

長年にわたる，地道
な教育・研究または
実務の積重ねを通じ
て，農業農村工学の
学術または技術の進
歩発展に多大な功労
のあったと認められ
る者

賞の対象範囲
および期間

平成１２年１０月から
平成２２年９月まで
に出版されている一
般の図書。ただし，
ハンドブック・便覧
の類の著書および翻
訳書は対象としな
い。また，改訂版に
あたっては全面改訂
したもののみを対象
とする。

平成１２年１０月から
平成２２年９月まで
の業績を対象とする

平成２０年１０月から
平成２２年９月まで
に本学会の刊行物ま
たは，関係する図書
に発表されたもの。
また，完工した建設
物，維持保全管理活
動等も対象とする。

平成１７年１０月から
平成２２年９月まで
の業績を対象とする

平成１７年１０月から
平成２２年９月まで
の活動を対象とする

平成１７年１０月から
平成２２年９月まで
の活動を対象とする

平成２０年１０月から
平成２２年９月まで
に発表された，農業
農村工学に関連した
作品を対象とする。

平成２２年度末に６５
歳以上に達している
個人

受賞候補者

著者
会員の資格の有無を
問わない

会員または会員の属
する組織・団体

会員の資格の有無を
問わない
個人または組織・団
体

会員の資格の有無を
問わない
個人または組織・団
体

会員または会員の属
する組織・団体

会員

会員の資格の有無を
問わない
個人または組織・団
体

会員 （名誉会員を
除く）

推薦の方法

正会員の自薦または
他薦による。推薦者
は推薦書により会長
宛推薦する。推薦者
は業績（コピー可）
を１部提出する（い
ずれも返却しない）。

正会員の自薦，他薦
または技術者継続教
育機構運営委員会の
推薦による。推薦者
は推薦書により会長
宛推薦する。
推薦者は業績（コ
ピー可）を１部提出
する（いずれも返却
しない）。

正会員の自薦または他薦による。推薦者は推薦書により会長宛
推薦する。推薦者は業績（コピー可）を１部提出する（いずれ
も返却しない）。

正会員の自薦，他薦
または国際委員会の
推薦による。推薦者
は推薦書により会長
宛推薦する。
推薦者は業績（コ
ピー可）を１部提出
する（いずれも返却
しない）。

正会員の自薦または
他薦による。推薦者
は推薦書により会長
宛推薦する。推薦者
は業績（コピー可）
を１部提出する（い
ずれも返却しない）。

正会員の自薦または
他薦による。推薦者
は推薦書により会長
宛推薦する。

選考の方法 学会賞選考委員会において行う

賞の決定 理事会において行う

表彰 農業農村工学会大会講演会において会長が授与する

推薦締切 平成２２年１０月末日

提出先 〒１０５－０００４ 東京都港区新橋５－３４－４ 社団法人 農業農村工学会 学会賞選考委員会宛
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期 日 平成２２年７月３０日（金）～８月１日（日） ９：３０～１６：５０（初日のみ１０：３０～）

本年も JABEE農学系分野審査講習会が７月２４日に東京大

学弥生講堂にて開催されます。多くの皆様の参加を期待してお

ります。本講習会は JABEE公認で，講習会の参加修了者は JA-

BEE審査員候補者として登録され，本審査のオブサーバー参

加を経て審査員の資格が得られます。奮って，ご参加下さい。

（なお，プログラム，参加申込書等，詳細は決定次第農業農村

工学会ホームページに掲載する予定です。）

１． 日 時 平成２２年７月２４日（土）９：２５～１７：３０

（１７：３０より情報交換会あり）

２． 場 所 東京大学弥生講堂

〒１１３―８６５７ 東京都文京区弥生１―１―１

東京大学農学部内

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/yayoi/

３． 参加費 ５，０００円（当日現金にて受付）

４． 情報交換会費 ２，０００円（当日現金にて受付）

５． 申込方法

農業農村工学会ホームページより，申込書および審査員登録

票（電子メール版）をダウンロードし，必要事項を記入の上，

下記へ電子メールでお申し込み下さい。

６． 申込先 農業農村工学会事務局 花塚賀央

E-mail：hanatsuka@jsidre.or.jp

７． 申込締切 平成２２年７月１６日（金）

学会誌編集委員会と論文集編集委員会では，それぞれの英文

名について検討を行い，変更案を作成いたしました。

つきましては，両委員会での検討内容をもとに，英文名の変

更に関して，会員各位からご意見をいただきたくお願い申し上

げます。多くの会員各位からのご意見をお待ちしております。

なお，ご意見は，平成２２年８月１３（金）までに，電子メー

ルにて学会事務局編集出版部（henshu@jsidre.or.jp）までお送

り下さい。

◆論文集編集委員会

論文集の現在の英文名は「Transactions of the Japanese So-

ciety of Irrigation，Drainage and Rural Engineering（引用の

ための略記：Trans．of JSIDRE）」ですが，“Transactions”では

会議録などの意味で受け止められる可能性もあり，本誌が名実

ともに，学術的な論文集であることを示すには，やはり国際的

に広く用いられている“Journal”という呼称を用いるのが適当で

あると思われます。

このようなことから，論文集編集委員会では，論文集の新た

な英文名として下記を採用することを提案いたします。

新英文名称（案）

Irrigation，Drainage and Rural Engineering Journal（引用

のための略記：IDRE Journal）

◆学会誌編集委員会

学会誌編集委員会では，論文集の英文名変更の提案を受け，

学会誌の現在の英文名「Journal of the Japanese Society of Ir-

rigation，Drainage and Rural Engineering」について検討を行

いました。その結果，論文集，学会誌の両誌に，ともに“Jour-

nal”の呼称を用いることは好ましくなく，学会誌についても名

称変更することが適当であるとの結論に至りました。

このようなことから，学会誌編集委員会では，学会誌の新た

な英文名として下記を採用することを提案いたします。

新英文名称（案）

Water，Land and Environmental Engineering

このたび，土地改良施設管理基準及び運用・解説―排水機場

編―が，平成２２年４月１９日に発行されました。

購入希望の方は，下記要領にてお申し込み下さい。

※詳しくは本誌５月号に改訂の主旨を掲載いたしましたの

で，ご参照下さい。

書 籍 名…土地改良施設管理基準及び運用・解説―排水機場編―

価 格…２，４００円（税込・送料学会負担）

規 格…A４判 約２２０ページ

申込方法

Ⅰ．役所等で，公用として購入される場合（代金後払）

FAXかメールでお申し込み下さい。様式は問いません。

ご希望冊数，送付先住所，請求書の宛名をご記入下さい。

Ⅱ．個人，会社で購入される場合（代金先払）

①現金書留：書籍代金と，書籍名，冊数を書いた文書をご

同封下さい。

②郵便振替（００１６０－８－４７９９３）：振替用紙の通信欄に書籍

土地改良施設管理基準及び運用・解説―排水機場編―発行のお知らせ（再）

平成２２年度 JABEE 農学系分野審査講習会への参加のお願い（再）
技術者教育認定に関する検討委員会

技術者継続教育プログラム認定申請中

学会誌および論文集の英文名変更に関する意見聴取について（再）

学会誌編集委員会・論文集編集委員会
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名，冊数をご記入下さい。

申 込 先

〒１０５―０００４ 東京都港区新橋５―３４―４

（社）農業農村工学会事務局 図書係

�０３―３４３６―３４１８ FAX０３―３４３５―８４９４

E-mail：suido@jsidre.or.jp

論文集の J-STAGEへの登載について，論文集購読者へのア

ンケートおよびホームページにおけるパブリックコメント聴取

を経て，発行１年後に論文集掲載論文を J-STAGEへ登載する

こと，また，登載料として著者に４，０００円を負担していただ

くことを第２１０回理事会（平成２１年５月１９日開催）におい

て決定し，論文集２５９号（平成２１年２月号）より J-STAGE

へ登載すべく準備を進めております。

現在，投稿料１６，０００円を投稿時にお振り込みいただいてお

りますが，J-STAGEへの登載料４，０００円についてもあらかじ

め徴収することとし，平成２２年４月１日受付分より合計

２０，０００円をお振り込みいただくことといたしました。

その理由としては，論文集の発行と同時に J-STAGEへ登載

するために JSTに支払う必要があるからです。

ただし，審査の結果，投稿論文等が掲載不適となった場合は，

登載料４，０００円は返金いたします。

なお，論文集２５９号以降に掲載された論文等についての登

載料は遡って著者に請求させていただきますので，ご了承いた

だきたくよろしくお願い申し上げます。

論文集２５９号の J-STAGEへの登載時期は，今年の夏以降を

予定しております。

農業農村工学分野における戦略的研究の推進を目的とし，下

記取扱い内規によって，競争的研究資金獲得をめざす研究申請

書作成グループに助成を行います。助成総額は，６０万円程度（平

成２２年度，原則１件２０万円以内）です。

本年度の申請締切は平成２２年９月１７日（金）です。助成

金を希望される方は期限までに，必要事項を記入した申請様式

（末尾参照）で研究委員会戦略的研究推進小委員会委員長宛に

お申し込み下さい。

試験研究機関，行政，大学，民間等からの応募を歓迎します。

「戦略的研究申請支援」の助成金取扱い内規

１．申請：学会員は所定の申請用紙に必要事項を記入の上，「研

究申請支援」の助成金の申請ができる。なお，申請

者の資格は，後述の「４．助成対象」に示す。

２．認定：研究委員会戦略的研究推進小委員会は，「研究申請書

作成グループ」の申請内容（申請の意義，準備の状

況，将来の展望など）を検討して，助成金の配布グ

ループと金額を決定する。可否の認定に当たって

は，科学研究費補助金以外の競争的資金に応募を予

定しているグループを優先する。なお，この決定内

容は学会長に報告する。

３．配布：研究委員会戦略的研究推進小委員会は認定した「研

究申請書作成グループ」に対し，「研究連絡費」とし

て助成金を配布する。ただし，その配布は原則とし

て１年とする。

４．助成対象：申請できる条件は次のとおり。

（イ）具体的な研究テーマをもち，それを研究するこ

とが戦略的な意味で農業農村工学の意義と役割

を対外的に示すことに貢献しうること。

（ロ）「研究申請書作成グループ」には代表者（本学会

員）をおき，構成員（本学会員以外も可）は原

則として３名以上，それらの所属する機関が二

つ以上あること。

５．活動報告：助成金を配布された「研究申請書作成グループ」

は，助成金受領後１年以内に活動報告として，作成

した申請書とその提出および審査の経過を，戦略的

研究推進小委員会に提出すること。提出された活動

報告は戦略的研究推進小委員会のデータベースに登

録され，必要に応じて学会の研究申請支援活動に役

立てられる。

「戦略的研究申請支援」の助成金申請様式

締切：平成２２年９月１７日（金）

申込先：戦略的研究推進小委員会委員長宛

E-mail：tkiku@jsidre.or.jp

必要記載事項：

（１） WG名（または部会名） （２） 代表者名・所属

（３） 参画者名・所属 （４） 研究テーマ名（仮）

（５） 研究の目的と内容（５００字程度）

（６） 研究資金申請応募先（予定）

論文集の J-STAGEへの登載と論文集投稿時の振込金の変更について（再）

論文集編集委員会

平成２２年度「戦略的研究申請支援」の助成金募集について（再）

研究委員会戦略的研究推進小委員会
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学会誌を出典とした通信教育を平成１８年１１月より本格実

施しております。学会誌購読による自己学習で最大年間１０

CPDポイント，また，通信教育で最大年間２４CPDポイント

が取得できますので，是非，通信教育にご参加下さい。

なお，学会誌２月号に掲載された通信教育問題から配点を

改正（正解率７０％以上の場合１．０CPDポイントから１．５CPD

ポイントへ，正解率１００％の場合１．５CPDポイントから２．０

CPDポイントへ）いたしました。詳細については，第５３回通

信教育問題（学会誌２月号６５ページ）をご参照下さい。

１． 参加会員の募集

参加をご希望の正・学生会員で，かつ CPD会員の方は，農

業農村工学会のホームページ（http://www.jsidre.or.jp/cpd）に

ある参加申込書に必要事項を記入してメール（E-mail：kaito@

cpd.jsidre.or.jp）あるいは FAX（０３―５７７７―２０９９）でお送り下さい。

なお，この機会に農業農村工学会，技術者継続教育機構への

入会を希望される方は，同様にホームページ（http://www.jsidre.

or.jp，http://www.jsidre.or.jp/cpd）に申込様式がありますので，

ご記入の上お申し込み下さい。

２． 申込期限

参加は，いつからでも可能です。

３． 内 容

問題は３カ月前の学会誌の報文等から，CPD運営委員会通

信教育部会が作成し掲載します。

問題は択一式で，毎回１０問出題します。報文の事実的内容

から作成し，回答はメール（E-mail：kaito@cpd.jsidre.or.jp）で

機構に送信していただきます。

採点の結果，７割以上正解で１．５CPDポイント，満点で２．０

CPDポイントが取得でき，CPD会員の継続教育記録に自動的

に登録されます。

解答は技術者倫理に則り，自らの責任において作成していた

だきます。

４． 参加費

学会会員のための行事の一環として実施するため，学会が必

要経費を負担しますので，当分の間，通信教育参加費は無料で

す。

５． 通信教育受講者の特典

採点結果は自動入力されますので，毎年４月中に取得した

点数を本人にお知らせし，５月上旬から希望により有料で

「CPD取得証明書」を発行します。

農業農村工学会は，農業農村工学の学術・技術の発展を通じ

て，わが国農業の近代化に大きく貢献できたものと自負してい

ます。しかし，昨今の日本の農業はかつてない厳しい環境にお

かれ，農業農村工学の役割も従来に増して一層重要なものとな

り，東南アジアをはじめとして全世界的な展開が望まれる状況

になっています。

そのためには，若い世代の育成，新たな技術の開発や国際交

流の進展が図られなければなりません。学会は，これら諸活動

に資するものとして，平成３年４月に学術基金を創設し，こ

れに上野賞基金や冨士岡研究奨励基金を統合し，さらに法人・

個人有志からの拠出金等をもってこの基金に充てることとして

おります。

つきましては，会員各位からの多くのご支援をいただきた

く，お願い申し上げます。

なお，この学術基金による助成は，平成２１年度までに５４

件の実績をあげています。

個人会員一口 ５，０００円（何口でも可）

法人会員一口 ５０，０００円（何口でも可）

送金方法 銀行振込および郵便振替でお願いいたします。

銀行：みずほ銀行新橋支店

普通預金 No．１５６９０５８

口座名（社）農業農村工学会学術基金

郵便振替：００１４０―２―５４０３１

加入者名 農業農村工学会学術基金

農業農村工学会では，近年における地震，豪雨等による災害

が各地で発生し，農地・農業用施設等に甚大な被害をもたらし

ている状況を鑑み，それら災害の原因究明，復旧対策工法の採

用等に対する支援を行う組織として，災害対応特別委員会を設

置しています。

この災害対応特別委員会では，「①農地・農業用施設に甚大

学会誌掲載報文等による通信教育の参加者募集�

行事企画委員会

技術者継続教育機構CPD運営委員会通信教育部会

「農業農村工学会学術基金」への募金について

農業農村工学会災害対応調査団専門別調査団員登録についてのお願い

災害対応特別委員会
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な被害が発生した自然災害」，「②学術的見地から緊急調査が必

要と判断される自然災害」に対して，災害発生後，直ちに災害

対応調査団を派遣し，調査の実施，復旧支援を行う体制を整備

しています。

そこで，災害対応調査団を組織しなければならない事態が生

じた時に，早急に対応できるよう，調査団のメンバーに加わっ

ていただける方は事前に登録をお願いします。審査の結果，登

録された会員は，災害対応調査団候補者名簿（２年ごと更新）に

記載して，緊急災害時等の場合に現地調査を行って頂きます。

なお，災害対応調査団の団員の資格および派遣の条件は，以

下のとおりです。

① 調査団の候補者は，高度な専門知識を有する農業農村工学

会員とする。

② 派遣する調査団員は，候補者名簿の中から選定する。

③ 調査団の派遣期間は，原則２～３日とする。

④ 調査団派遣に関わる旅費は，農業農村工学会が後日精算す

る（年度予算限度額３００万円）。

⑤ 調査団員に対して，調査に必要と考えられる保険を掛け

る。

⑥ 調査団は，調査結果を速やかに報告する。

上記の趣旨をご理解のうえ，学会事務局 FAX０３―３４３５―８４９４，

E-mail saigai@jsidre.or.jpまでお申し込み下さい。様式は農業

農村工学会ホームページ（http://www.jsidre.or.jp）よりダウン

ロードして下さい。多数のご参加をお待ちしております。

なお，登録頂いた個人情報は，災害対応調査にのみ活用し，

適切に取り扱います。

学会誌編集委員会では，平成２３年も引き続いて皆さまから

の写真で表紙を飾ることとします。

趣 旨

わが国は急峻な地形であることや水田稲作が発達したことに

起因して，水を制する，水を利用するための土木的施設が数多

く造られてきました。それら用水路，頭首工，堰堤などの水利

施設は，今も過酷な自然の猛威にさらされながらも，農業経営，

防災などの面で人々の生活を支えています。また，それぞれの

機能を発揮するとともに，年月を重ねることでその地域の自然

や文化にとけ込み，その景観を構成する要素として不可欠なも

のもあります。それが大規模プロジェクトで建設されたもので

なくとも，私たちが調査・研究・事業の対象としている農村地

域には，規模に違いこそあれ立派に機能美と景観美を放つもの

が存在します。

農業・農村の現場で活躍される皆さま，日頃何気なく見過ご

しているかもしれない水利遺構とそれを含む景観の美しさを再

評価いただいて，忙しい業務の合間にも，足を止め，手を休め

て写真として記録いただき，広く学会員にご紹介下さい。特に

今回は，「夏」が感じられる「水利遺構」の写真を募集いたし

ます。

記

１． テーマ

「水利遺構：先人たちの技術と苦労が垣間見える造形美」

（昨年と同様）

２． 対象巻号

学会誌第７９巻（平成２３年１～１２月号）のうち，特に夏季

のもの

３． 写真の種類

単写真，組写真いずれもカラープリントで（デジタルカメラ

の場合は JPEGファインモードまたは TIFFモードに設定）撮

影して下さい（サイズは六ツ切）。組写真の場合は，その旨明

記して下さい。

４． 枚 数

応募写真に制限はありませんが，未発表のものに限ります。

５． 締 切 平成２２年９月３０日（夏季の写真）

６． 審 査 審査委員会（編集委員と写真家）で選考します。

７． 結果発表

学会誌第７９巻第１号で採用作品と掲載号を発表し，採用作

品は平成２３年度大会会場でパネル展示します。

８． 謝 礼

採用作品には規定の賞金（１点につき３万円）をお支払いし

ます。また，応募者には記念品をお送りします。

９．「Cover History（表紙写真由来）」について

採用作品の応募者には学会誌掲載の「Cover History（表紙

写真由来）」をご執筆頂きます。ご執筆の詳細は，採用決定時

に応募者に直接お知らせします。なお，些少ですが原稿料をお

支払いします。

１０． 使用権

採用作品の使用権は（社）農業農村工学会に属します。

１１． 注意点

応募された被写体の季節が極端に偏ることから，募集する季

節ごとに締切を設けさせていただきました。

審査は上記の趣旨を十分理解されている写真であるか，表紙

写真の質として耐えうるかということを重視します。具体的に

は，水利構造物の形状や機能が，その写真から十分に読みとれ

ること（花などの情緒物に埋没しないこと），また，デジタル

画像の場合は表紙に拡大したときにドット崩れしない十分な解

像度があること，が採用の条件となります。

１２． 応募方法および応募先

学会ホームページより，応募票をダウンロードし，タイトル，

身近にある水利遺構で表紙を飾ろう�
「水土の知（農業農村工学会誌）」平成２３年夏季の表紙写真の募集
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郵便番号，住所，氏名，年齢，職業，電話番号，性別，写真の

テーマ，撮影場所，撮影年月日，撮影データ（フィルム，使用

カメラ等），対象物の固有名称（固有名詞），対象物をめぐる歴

史的背景等の説明を記入し，応募写真の裏面に貼付してお送り

下さい。

なお，原則として，応募写真は返却しません。

〒１０５―０００４ 東京都港区新橋５―３４―４

（社）農業農村工学会

農業農村工学会誌編集委員会「表紙写真公募」係

�０３―３４３６―３４１８ FAX０３―３４３５―８４９４

E-mail：suido@jsidre.or.jp

自主投稿原稿の募集
小特集以外の自主投稿も歓迎いたします。投稿の際には，農

業農村工学会ホームページに掲載の「農業農村工学会誌投稿要

項」，「農業農村工学会誌原稿執筆の手引き」を熟読の上，ご投

稿下さい。

今後取り上げてほしい小特集のテーマについても，広く募集

しておりますので，学会誌編集委員会あてにお寄せ下さい。な

お，小特集テーマが仮題となっているものは，予告なく変更す

ることがございます。

採用された原稿の分量は，刷上り４ページとなっておりま

すので，ご執筆の際には厳守いただきますよう，お願いいたし

ます。

送付先 〒１０５―０００４ 東京都港区新橋５―３４―４

（社）農業農村工学会 学会誌編集委員会あて

�０３―３４３６―３４１８ FAX０３―３４３５―８４９４

E-mail：henshu@jsidre．or．jp

国際水田・水環境工学会（International Society of Paddy

and Water Environment Engineering：PAWEES）は，機関

誌として国際ジャーナル「Paddy and Water Environment」を

創刊し，２０１０年６月末に Vol．８，No．２が発刊されました。

本ジャーナルは，モンスーンアジア諸国の水田農業工学に関

わる研究論文，技術論文が多数掲載されますので，研究者のみ

ならず，各種事業に携わる技術者にとっても貴重な学術情報誌

です。たくさんの方々が国際学会へ入会されることを希望しま

す。

掲載論文の分野は，次のように幅広い内容となっています。

� 灌漑（水配分管理，水収支，灌漑施設，栽培管理）

� 排水（排水管理，排水施設）

� 土壌保全（土壌改良，土壌物理）

� 水資源保全（水源開発，水文）

� 水田の多面的機能（洪水調節，地下水涵養など）

� 生態系の保全（水生，陸生動植物の生態系）

	 地域計画（農村計画，土地利用計画など）


 バイオ環境システム（水田農業と水環境，土壌環境，気

象環境）

� 水田の多目的利用（田畑転換，施設園芸）

� 農業政策（農村振興，条件不利地の支援策など）

水田農業を通した国際的な研究交流，情報交換の場として，

皆様の国際学会への入会をお勧めします。

国際学会に入会されますと，会員には国際ジャーナルが，年

４回無料で配布されます。

出版社：Springer-Verlag社（ドイツ）

発刊スケジュール：２００３年３月創刊，以後３カ月ごと

国際学会会費：正会員１２，０００円/年/４冊（送料等学会負担）

「水土の知（農業農村工学会誌）」への投稿お待ちしております！

学会誌編集委員会

学会誌７８，７９巻の小特集のテーマ

小 特 集 テ ー マ
要 旨 締 切

（ A４判
１，５００字以内）

原 稿 締 切

（ 刷上り
４ページ厳守）

７８巻 ９号 広域的な防災・減災技術とリスク管理による災害に強い農村づくり（仮）） 公募終了
１０号 農業農村整備事業を契機とした農村環境の保全（仮） 公募終了
１１号 コスト縮減に資する圃場整備（仮） 公募終了
１２号 小特集なし

７９巻 １号 教育の場における次世代育成の現状と課題（仮） 公募なし 平成２２年９月１０日
２号 ため池と農業農村工学（仮） 平成２２年８月２５日 平成２２年１０月１２日
３号 農村における生物多様性の保全（仮） 公募なし
４号 地域貢献とフィールド研究（仮） 平成２２年１０月２５日 平成２２年１２月１０日
５号 土および土中構造物数値解析の農業農村工学における最前線（仮） 平成２２年１１月２５日 平成２３年１月１０日

国際学会「国際水田・水環境工学会」への入会のお願いと
国際ジャーナル「Paddy and Water Environment」について
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学生会員（院生含む）８，５００円/年/４冊（送料

等学会負担）

申込先：農業農村工学会編集出版部 中村あて

ホームページ：http：//www．jsidre．or．jp

※入会のお申込は，学会ホームページ（http：//www．jsidre．or．jp

/publ/ij/scope．htm）の「５．APPLICATION FORM FOR

THE REGULAR MEMBER」にご記入のうえ，メールまた

は FAXでお申し込みいただけます。

国際水田・水環境工学会（International Society of Paddy

and Water Environment Engineering）は，機関誌として国際

ジャーナル「Paddy and Water Environment」を創刊，２０１０

年６月末に Vol．８，No．２が発刊されました。

わが国においても学術誌の評価に，SCI（Science Citation In-

dex）の IF（Impact Factor）が利用されており，本国際ジャー

ナルでも IFの取得により高い評価の定着を目指してきまし

た。

また，世界１３カ国から Editor（１４名）を選出することによ

り，国際ジャーナルとしての質を高める編集体制とし，さらに

国際的な流通を考慮して，国際出版社として著名な Springer‐

Verlag社からの刊行です。

掲載論文は，Review，Article，Technical Reportおよび Short

Communicationの４種類です。

投稿から掲載までの時間を短縮するとともに，年４回の発

行としております。投稿者は国際学会員に限りますが，投稿

料，掲載料などを無料として投稿者の負担を軽くするように配

慮されています。

このような努力が実り，２００９年１２月，本ジャーナルがトム

ソン・ロイター社のSCIE に収録され，インパクトファクター

を獲得したというビックニュースが飛び込んできました。詳細

については Editor-in-Chief による海外ニュースが本誌１月号

８８ページに掲載されていますのでご参照下さい。

２００９年１月から２０１１年１２月までの編集事務局（投稿先）

は，台湾になります。

投稿先：Yu-Pin Lin，Ph．D．，Professor

Department of Bioenvironmental Systems Engineering Na-

tional Taiwan University

No．１，Sec．４，Roosevelt Road，Taipei，１０６１７Taiwan（R．

O．C）

E-mail：yplin@ntu．edu．tw

TEL：＋８８６２―２―３３６６―３４６７

FAX：＋８８６２―２―２３６３―５８５４

（During Jan.２００９ to Dec.２０１１）

編集方針：水田農業における土地と水と環境に関する科学と技

術の発展への貢献を目的としている。

その分野は，水田農業地帯における灌漑と排水，土壌保全，

土地資源や水資源の保全と管理，水田の多面的機能，農業政

策，地域計画，バイオ環境システム，生態系の保全，水田保

全，田畑輪換等 である。

編集体制

・Editor‐in‐Chief：Dr. Yoshisuke Nakano（Japan）

Professor Emeritus, Kyushu University, Japan

・Editors １３カ国から１４名

・Editing Board ３２名

・Managing Editors

Chief Managing Editor：Prof. Dr. Yu-Pin LIN

Department of Bioenvironmental Systems Engineer-

ing，National Taiwan University, Taipei, Taiwan, Rep.

of China

Prof. Dr. Yoshiyuki SHINOGI

Faculty of Agriculture, Kyushu University, Fukuoka,

Japan.

Prof. Dr. Haruhiko HORINO

Graduate School of Life and Environmental Sciences,

Osaka Prefecture University, Osaka, Japan

Dr. Kazunari FUKUMURA

Department of Agricultural Environmental Engineer-

ing, Utsunomiya University, Utsunomiya, Japan

Prof. Dr. Soon-Jin HWANG

Department of Environmental Science, KonkukUniver-

sity, Seoul, Korea

出版社：Springer‐Verlag社（ドイツ）

投稿資格：筆者全員が国際学会員であること。

投稿要領等：http：//www．jsidre．or．jpに詳細を記載していま

す。

１． 期 日 平成２２年１１月１８日（木），１１月１９日（金）

２． 会 場 「アイーナ」（１８日）

いわて県民情報交流センター

〒０２０―００４５ 盛岡市盛岡駅西通１―７―１

国際ジャーナル「Paddy and Water Environment」への投稿のお願いと
２００９年１月から２０１１年１２月までの編集事務局（投稿先）のお知らせ

平成２２年度東北支部総会・第５３回東北支部研究発表会
ならびに第４４回東北支部研修会・第３４回地方講習会の開催について（第２報）

技術者継続教育プログラム認定申請中

92 農業農村工学会誌 第７８巻第７号

６４８ Jour. JSIDRE Jul. 2010



�０１９―６０６―１７１７ FAX０１９―６０６―１７１６

「ホテルルイズ」（１９日）

〒０２０―００３４ 盛岡市盛岡駅前通７―１５

�０１９―６２５―２６１１ FAX０１９―６２５―２６７３

３． プログラム

（支部研修会・地方講習会の詳細は，本誌第７８巻第８号掲

載予定の「第３報」を参照願います。）

＜第１日目＞１１月１８日（木）

（１） 総会ならびに研究発表会

９：００～９：３０ 受 付

９：３０～１０：１５ 支部総会

１０：１５～１０：４５ 支部賞授賞式

１０：４５～１１：００ 休 憩

１１：００～１２：３０ 支部６０周年記念講演・シンポジウム

１２：３０～１３：３０ 昼食・休憩

１３：３０～１７：００ 第５３回支部研究発表会

（２） 情報交換会

１８：００～１９：３０ 会場：「ホテルルイズ」

＜第２日目＞１１月１９日（金）

（３） 支部研修会・地方講習会

９：００～９：３０ 受 付

９：３０～９：４０ 開会挨拶

９：４０～１２：００ 第４４回支部研修会

１２：００～１３：００ 昼食・休憩

１３：００～１５：２０ 第３４回地方講習会

１５：２０～１５：３０ 閉 会

４． 参加申込み

平成２２年度の大会全般を岩手県が担当しますが，研究発表

会のプログラム編集は岩手大学が担当します。

本報では「研究発表申込み」についてご案内し，「参加申込

み」等は，本誌第７８巻第８号掲載予定の「第３報」において

ご案内する予定です。

（１） 研究発表申込み／問合せ先

研究発表要旨集原稿に投稿票を添えて，下記にお申し

込み下さい。

〒０２０―８５５０ 盛岡市上田３―１８―８

岩手大学農学部共生環境課程 小林幹佳（こばやし も

とよし）

TEL&FAX０１９―６２１―６１９０

E-mail：mkoba@iwate−u.ac.jp

（２） 要 領

研究発表要旨集原稿・投稿票の書き方については下記

の農業農村工学会ホームページを参照して下さい。http:/

/www.jsidre.or.jp/newinfo/22 shibu/

（３） 発表時間・発表手段

発表時間は１５分以内（発表１２分，質疑３分）

発表補助手段（パソコン使用可 Power Point，CD-R，

USBメモリ使用可）

（４） 研究発表申込み受付期間

平成２２年８月１０日（火）～８月３１日（火）

【締切厳守】

５． 会場への案内

「アイーナ」いわて県民情報交流センター

（１） JR利用の場合

・JR盛岡駅西口から徒歩４分

（２） 航空機利用の場合

・いわて花巻空港より空港連絡バスで約５３分

・空港連絡バス盛岡駅前バス停下車，徒歩４分

「ホテルルイズ」

（１） JR利用の場合

・JR盛岡駅東口から徒歩３分

（２） 航空機利用の場合

・いわて花巻空港より空港連絡バスで約５３分

・空港連絡バス盛岡駅前バス停下車，徒歩３分

６． 宿泊について

宿泊についての斡旋はいたしませんので，ご了承下さい。

平成２２年度京都支部講習会・シンポジウムを下記のとおり

平成２２年１０月１４日（木），１５日（金）の２日間にわたり開

催します。

記

１． 日 時

（１） 地方講習会 ：平成２２年１０月１４日（木）

１３：００～１７：００予定

（２） シンポジウム：平成２２年１０月１５日（金）

１０：００～１７：００予定

２． 内 容

今年は名古屋で生物多様性条約締約国会議（COP１０）が開催

されますので，例年の研修会に代わり，農業農村工学会京都支

部および農業農村工学会生物多様性国際会議対応小委員会を主

催，農業農村工学会農村生態工学研究部会を後援とし，「農村

における生態系の保全（仮称）」をテーマに COP１０パートナー

シップ事業としてシンポジウムを予定しています。

３． 場 所

中電ホール

〒４６１―０００６ 名古屋市東区東新町１番地

TEL&FAX０５２―９５１―６９０８

４． 問合せ先

東海農政局整備部設計課 梅田，筒井

平成２２年度京都支部講習会・シンポジウムの開催について（第１報）

技術者継続教育プログラム認定申請中
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�０５２―２２３―４６３４ FAX０５２―２１９―２６６７ E-mail：katsuhiko_umeda@tokai.maff.go.jp

takanori_tsutsui@tokai.maff.go.jp

１． 研究発表会

（１） 日時 平成２２年１１月１８日（木）

１０：００～１７：００（受付開始９：００～）

（２） 会場 （開会式～講演会～分科会）

三重県総合文化センター

（三重県津市一身田上津部田１２３４）

（３） 会場までのアクセス

JR・近鉄「津駅」西口から路線バス約５分（徒歩の場

合は約２５分）

２． 情報交換会

（１） 日時 平成２２年１１月１８日（木） １８：３０～２０：００

（２） 会場 三重県総合文化センター内 文化会館レセプ

ションルーム

３． 現地研修会

（１） 日時 平成２２年１１月１９日（金）

９：００津駅西口発 １６：００ 津駅東口着

（２） 内容

「鈴鹿・ものづくりコース」

①畑地帯総合農地整備事業中の山地区（亀山市太森町）

昭和４６年から昭和５８年に農地開発事業により

造成された農地は茶園を中心とした県内有数の優良

農地です。本事業によって灌漑施設と道路の整備を

行い，耕地賃借によって大規模経営生産組織を確立

しました。あたり一面茶畑の景色は壮観です。

②鈴鹿サーキットランド（鈴鹿市稲生町）

国際レーシングコースを中心とした施設で，モー

タースポーツ都市『鈴鹿』の象徴的存在となってい

ます。１０月には F１日本グランプリが開催されま

す。今回の研修ではコースのバックヤードおよび V．

I．P．ルームを見学する予定です。

③県営防災ダム事業奈良池地区（鈴鹿市住吉町）

灌漑面積約１０haの農業用ため池です。洪水が頻

繁に発生する本地区の農地と民家等の被害を軽減す

るため，利水容量の確保と洪水調整容量の確保が可

能な構造に改修されました。洪水吐工には施工例が

少ないラビリンス堰を採用しています。

④ホンダ鈴鹿製作所（鈴鹿市平田町）

鈴鹿製作所は１９６０年にホンダの国内３番目の工

場として設立されました。ここでは世界のベストセ

ラーカー・シビックやフィットそしてハイブリッド

カーのインサイトなど幅広く生産しています。

「美し国・お伊勢さんコース」

①広域農道整備事業中南勢２期地区１号トンネル工

事（松阪市阿波曽町）

平成２２年１１月末に幅員７．０m，延長９７０mの

広域農道トンネルが開通します。供用開始直前のト

ンネルをゆっくり視察することができます。

②伊勢神宮内宮（伊勢市宇治今在家町）

伊勢神宮内宮は五十鈴川沿いに鎮座し，天照大御

神を奉っています。１３００年ほど前から２０年ごとに

神殿を建て替える式年遷宮を行っており，平成２５

年の第６２回式年遷宮に向けて諸祭が行われていま

す。

③おはらい町・おかげ横丁（伊勢市宇治中之切町）

伊勢神宮内宮の鳥居前は「おはらい町」と呼ばれ，

切妻・妻入りの建物が軒を連ね，歴史的な景観を

保っています。土産物屋，飲食店が多く，お伊勢参

りの観光客でにぎわっています。おはらい町の一角

に，江戸時代から明治時代の伊勢の町並みを再現し

た「おかげ横丁」があります。

④国営かんがい排水事業宮川用水第２期地区斎宮調

整池（多気郡明和町大字池村）

斎宮調整池は，国営宮川用水第二期土地改良事業

により建設された貯水量２００万m３，満水面積約３０

haの調整池です。植付け時期等の水需要のピーク

時に安定的な水供給を行うことができます。

⑤松阪農業公園ベルファーム（松阪市伊勢寺町）

２００４年に開園した約２９haの農業公園で，英国

園芸研究家ケイ山田氏監修によるイングリッシュ

ガーデンが見どころです。地元松阪ならではの農産

物や特産品の販売があります。

４． 研究発表申込み

研究発表者は，投稿原稿に先立ち，平成２２年８月１０日

までに，①表題（仮題でも可），②発表者名，所属，年齢（研

究奨励賞対象者のみ），③連名者名，所属，年齢（研究奨励

賞対象者のみ），④希望発表部門（水理，水文・気象，土壌

物理，土質力学，応用力学，材料・施工，灌漑排水，農地造

成・整備・保全，農村計画，環境保全，生態環境，地震・そ

の他），⑤発表者の連絡先電話番号，⑥発表者の E-mailアド

レス（利用可能な場合）を記入した申込書（様式任意）を，

下記の申込先・神戸大学長野あてに E-mail（件名を「発表

申込み」として下さい）あるいは CD（txtファイル）でご

郵送下さい。ただし，発表者は学会員に限らせていただきま

す。

第６７回京都支部研究発表会の開催について
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なお，京都支部では，大学，短期大学，研究機関に所属す

る発表時３５歳以下の会員（学生会員も含む）によって口頭

発表された優秀な研究に対し，研究奨励賞を授与していま

す。同賞の受賞基準に該当する方（３５歳以下の連名者を含む）

は，必ず申込書に年齢を記入して下さい。

５． 投稿の申込み等

（１） 原稿投稿先および期限

研究発表申込みをされた方は，下記の投稿要領に基づ

き作成した講演要旨原稿に投稿票（様式は，http://www.

jsidre.or.jp/newinfo/22 shibu/form.xlsよりダウンロード

して下さい。）を添えて，平成２２年８月末日までに，下

記・神戸大学長野あてに届くようお送り下さい。

〒６５７―８５０１ 神戸市灘区六甲台町１―１

神戸大学大学院農学研究科 長野宇規

TEL&FAX０７８―８０３―５９０４

E-mail：naganot@ruby.kobe-u.ac.jp

（２） 投稿要領

・投稿発表者は，農業農村工学会会員とします。

・投稿要領および原稿の書式については，農業農村工学

会ホームページ内の「支部講演会の投稿票について」

（http://www.jsidre.or.jp/newinfo/22 shibu/）を参照し

て下さい。枚数は図面を含めて２枚とします。発表時

間は１２分（質疑応答は３分）です。原稿はそのまま

印刷しますので，鮮明なものを提出して下さい。発表

の補助道具としてパソコン（OSはWindowsXP，ソフ

トは PowerPoint２００３）を準備します。データは CD－

R，USBメモリーでご用意下さい。（OHP，ビデオプ

ロジェクタを希望する場合はご連絡下さい。）

６． 参加申込方法

（１） 参加申込み

参加申込みは，農業農村工学会ホームページ内の京都

支部研究発表会参加申込みについて（http://www.jsidre.or.

jp/newinfo/kyoutoshibu_kennkyuuhappyoukai.htm）に

アクセスし，参加申込書をダウンロードして下さい。参

加申込書に必要事項を記載の上，E-mailにて tsu_eia@cub.

jtb.jpまで送付していただきますようお願いいたします。

（E-mailが使用できない場合は，FAX・郵送でも受付いた

しますが，事務の簡素化のため E-mailの使用にご協力お

願いします。）

（２） 申込期限 平成２２年９月３日（金）

（３） 参加費等 研究発表会 ４，５００円

情報交換会 ４，５００円

現地研修会 ５，０００円（昼食代含む）

（ア） 昼 食

会場付近にレストラン等はございますが，混雑が

予想されます。弁当を１，０００円／個（税込み・お茶

付）で事前予約にて受け付けていますのでご利用下

さい。

（イ） 参加費の納入

申込みを受け付けた後，（株）JTB中部より９月

下旬以降に確認書・請求書を送付いたしますので，

内容を確認のうえ，参加費を「６．申込・振込先・問

い合わせ先」の振込先へ１０月２９日（金）までにお

振り込み下さい。振込手数料については振込人負担

でお願いします。

なお，納入された参加費については，参加の有無

にかかわらず返金いたしませんのでご了承下さい。

（４） 宿泊施設の斡旋

宿泊の斡旋は，（株）JTB中部を通じて行います。ご要

望の方は，農業農村工学会ホームページ内の京都支部研

究発表会参加案内の宿泊斡旋施設一覧表の中からホテル

をお選びいただき，該当するホテルの記号を参加申込書

に記載して下さい。なお，客室数の都合上ご希望に添え

ない場合がございますのでご了承下さい。

７． 申込・振込先・問合せ先

（１） 申込先

（株）JTB中部 担当：中澤

〒５１４―００３１ 三重県津市北丸之内１２

申込用 E-mail：tsu_eia @cub.jtb.jp

（取り消しも E-mailで結構です。）

�０５９―２２８―０２０３ FAX０５９―２２４―９８３１

営業時間：平日１０：００～１７：４５（土日祝日休業）

（２） 振込先

三菱東京 UFJ銀行 振込集中錦支店

普通 ５５７３０２９

口座名 株式会社 JTB中部

８． 事務局

三重県農水商工部農業基盤室内

第６７回農業農村工学会京都支部研究発表会運営委員会事

務局 担当：安田，伊藤，石崎

�０５９―２２４―２６０４（直通） FAX０５９―２２４―３１５３

E-mail：yasudak02@pref.mie.jp

itout20@pref.mie.jp

ishizy00@pref.mie.jp
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１． 開催日

（１） 研究集会 平成２２年８月２６日（木）

（２） 現地研修会 平成２２年８月２７日（金）

２． 場 所

（１） 研究集会

岡山大学五十周年記念館

〒７００―８５３０岡山市北区津島中１―１―１

岡山大学五十周年記念館の位置図は岡山大学のホーム

ペー ジ（http://www.okayama−u.ac.jp/tp/access/soumu-

access_tsushima_all.html）をご覧下さい。

（２） 現地研修会

倉敷市（県営かんがい排水事業備南地区，倉敷美観地

区，酒津公園）の現地視察

（３） 岡山大学津島キャンパスへの交通手段

「JR岡山駅西口バスターミナル」のバスのりばから，

岡電バス「岡山大学（津島キャンパス）経由岡山理科大

学」行き（４７系統）に乗車，「岡大西門」で下車．所要時

間は約２０分（１９０円）です。

その他にも数路線ありますが，詳細は岡山大学のホーム

ページ（http://www.okayama−u.ac.jp/tp/access/access_4.

html）をご覧下さい。

３． プログラム

（１） 研究集会 平成２２年８月２６日（木）１０：００～１７：１０

９：３０～１０：００ 受付

１０：００～１０：２０ 開会

１０：２０～１１：１０「食料・農業・農村基本計画の策定，

低コスト樹園地整備の取り組み」

中国四国農政局事業計画課 塩澤賢一

１１：１０～１２：００「岡山県の農業農村整備事業」

岡山県農林水産部 平井秀人

１２：００～１３：００ 昼食

（昼食はご用意致しませんので，大学

構内の学生食堂または大学周辺の食

堂をご利用下さい。）

１３：００～１４：００「最近の畑地かんがい資機材」

機材展示会社

１４：００～１４：５０「岡山のくだもの栽培」

岡山大学農学部 久保田尚浩

１４：５０～１５：００ 休憩

１５：００～１５：５０「果樹の栽培技術と水管理」

日本園芸農業協同組合連合会 高�豊二

１５：５０～１６：４０「灌漑の新技術：毛管防根給水紐によ

るトマト栽培法」

岡山大学農学部 桝田正治

１６：３０～１７：００ 総合討論

１７：００～１７：１０ 閉会

１７：４０～１９：００ 情報交換会 （岡山大学生協ピーチユ

ニオン）

（２） 現地研修会 平成２２年８月２７日（金）８：３０～１６：００

８：００～８：３０ 集合・受付 （集合場所は JR岡山駅

前，詳細はホームページ等にてお知

らせします。）

９：４０～１１：１０ 県営かんがい排水事業備南地区（倉

敷市玉島）

１１：４０～１３：４０ 倉敷美観地区

（倉敷美観地区内で昼食出来る場所が

あるため，昼食はご用意致しませ

ん。）

１４：００～１４：４５ 酒津公園

１５：００ JR倉敷駅 （倉敷駅において解散希

望者がいる場合）

１６：００ JR岡山駅解散

４． 参加費用等

（１） 研究集会（８月２６日）

学生無料，部会員４，０００円，非部会員５，０００円

（２） 情報交換会（８月２６日）

学生３，０００円，部会員・非部会員５，０００円

（３） 現地研修会（８月２７日）

学生２，０００円，部会員４，０００円，非部会員５，０００円

（注）非部会員の方も畑地整備研究部会に入会していただけ

れば，今回から部会員価格で参加できます。入会を希

望される方は，「第４８回畑地かんがい研究集会参加申

込書」の所定欄に○をご記入下さい。部会員として登

録致します。部会員になっていただくと，登録された

メールアドレスや所属住所に，研究集会，企画セッショ

ン，シンポジウムの案内のほか，畑地農業に関わる情

報をお送り致します。入会金・年会費などは一切必要

ありません。なお，（社）畑地農業振興会の会員の方も

部会員価格で参加できますが，この機会に研究部会に

入会していただきますようお願い申し上げます。

５． 参加申込み

（１） 申込方法

「第４８回畑地かんがい研究集会参加申込書」（畑地整備

研究部会または（社）畑地農業振興会のホームページよ

りダウンロードできます）に必要事項を記載の上，E-mail

（添付ファイルとして）または郵送で下記の申込先にお送

第４８回畑地かんがい研究集会の開催について（第２報）
テーマ「くだもの王国を支える栽培・灌漑技術」

技術者継続教育プログラム認定申請中
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り下さい．

（２） 申込先

郵送：〒７００―８５３０ 岡山市北区津島中３―１―１

岡山大学大学院環境学研究科 三浦健志

E-mail：miurat@cc.okayama−u.ac.jp（E-mailで申込み

の方は，件名に「畑地かんがい研究集会参加」と記述

して下さい。併せてmorot@cc.okayama−u.ac.jpへ cc

メールして下さい。）

（３） 申込期限 平成２２年７月３１日（土）

（４） 参加費の振込み

上記の「第４８回畑地かんがい研究集会参加申込書」に

よる申込みと同時に，講演会費，情報交換会および現地

研修会の参加費を下記へお振込み下さい。参加費を予め

振込めない場合は，振込予定日を申込書に記入して下さ

い。なお，当日会費を持参されますと，受付が混乱しま

すのでご遠慮願います。なお，振り込まれたお金は返金

致しませんのでご了解下さい。

振込み期限：平成２２年８月１３日（金）

振込口座：中国銀行法界院支店（店番１０４）

普通１９１２８９３

口座名義：農業農村工学会畑地整備研究部会部会長

三浦健志

６． 各種問合せ先

○畑地整備研究部会事務局

〒７００―８５３０ 岡山市北区津島中３―１―１

岡山大学大学院環境学研究科 三浦健志，諸泉利嗣

TEL&FAX０８６―２５１―８８７６

E-mail：miurat@cc.okayama−u.ac.jp

morot@cc.okayama−u.ac.jp

○畑地農業振興会畑地かんがい研究集会係

〒１０５―００１２東京都港区芝大門１―３―１１

�０３―３４３８―２５８１ FAX ０３―３４３８―２５８３

E-mail：hatasin@muj.biglobe.ne.jp

研究集会の詳細は畑地整備研究部会または（社）畑地農業振

興会のホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。

畑地整備研究部会 HP：

http://www.jsidre.or.jp/bukai/hatachiseibi/newpage1.html

（社）畑地農業振興会 HP：

http://www1a.biglobe.ne.jp/hatasin/

１． 日 程 平成２２年９月９日（木）～１０日（金）

２． 会 場 アルファあなぶきホール（香川県県民ホール）

小ホール（研修集会）および高松周辺（現地検討会）

３． テーマ 水で結ぶ新たな絆を次世代に

４． 趣 旨

ため池や農業用水路など先人の築いた貴重な土地改良財産

（社会資本）を，次世代に継承していくことは我々土地改良従

事者の責務である。これら社会資本について，良好な状態で保

全管理を行い，有効活用するためには，縮小社会の進行に伴い

崩壊しつつある土地改良区や自治会など地域に残る「共」を再

生し，「人」と「人」との関わりあいについて，もう一度見つ

め直すことがきわめて重要である。「人のつながり」から生ま

れる連帯感を育み醸成することこそ，新たな時代にふさわしい

「魅力あるむらづくり」の基礎である。本研修では，数多くの

ため池と瀬戸内の風光に囲まれたみどり豊かな讃岐平野に息づ

く水の歴史や，利水の仕組みを軸とした農山漁村における営み

について紹介するとともに，香川県における先進事例や研究成

果を学ぶことにより，参加者の知見を広げ，今後の農村計画に

反映することを期待して企画した。

第一日目の研修集会では，「安全で快適な魅力ある農山漁村

を築くために」，「香川県の農業農村整備の展開方向について」，

「多様な主体の参画による農村の振興」，「住民の創意と工夫に

よる地域づくり」，「水圏環境改善技術開発」，「全国の農業農村

を巡る情勢」等の講演・報告を行う。

第二日目の現地検討会では，研修集会に対応した整備事例，

多様な主体が参画した活動事例等を見学する。

５． プログラム（案）

（１） 研修集会 平成２２年９月９日（木）１０：００～１６：４０

アルファあなぶきホール 小ホール

基調講演 「多様性を考える」香川大学長 一井眞比古

基調報告 「香川県の農業農村整備の展開方向につい

て」 香川県

事例報告１「ため池を中心とした農村環境づくりを目

指して」

油井水土里保全組合代表 牧野忠弘

事例報告２「住民の創意と工夫による地域づくり」

香川大学工学部教授 白木 渡

事例報告３「水圏環境改善技術の開発について」

香川大学工学部准教授 山中 稔

情勢報告 「全国の農業農村を巡る情勢」 農林水産省

（２） 現地検討会 平成２２年９月１０日（金）８：００～１５：４０

（解散は JR高松駅，高松空港途中下車可）

候補地区：ため池（豊稔池），香川用水記念公園，香川

用水調整池（宝山湖），農地・水・環境保全向上対策実

施地区

６． 参加費用

農村計画研究部会第３２回現地研修集会の開催について
主催：農村計画研究部会 後援：中国四国農政局，香川県，水土里ネット香川 協賛：農村計画学会

技術者継続教育認定プログラム
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研修集会参加費 ５，０００円

現地検討会 ５，０００円（うち昼食代１，０００円）

７． 参加申込み

参加をご希望の方は，参加申込書ファイル（本部会ホームペー

ジからダウンロードしてください）に所要事項をもれなく記入

の上，現地運営事務局まで E-mailに参加申込書ファイルを添

付してお送り下さい。原則として団体ごとにまとめてお申し込

みいただきますようご協力をお願いいたします。なお，第二日

の現地検討会につきましては，バスの都合上先着１００名に達

し次第締め切らせていただきます。あらかじめご了承下さい。

（１） 申込期限 平成２２年７月３０日（金）

（２） 申込先

農村計画研究部会現地研修集会現地運営事務局

〒７６０―８５７０ 香川県高松市番町４―１―１０

香川県農政水産部土地改良課 担当：亀井，藤重

E-mail：tochikai@pref.kagawa.lg.jp

�０８７―８３２―３４３７（ダイヤルイン） FAX０８７―８０６―０２０５

（３） 参加費の納入

参加申込票に記載している指定口座にお振り込み下さ

い。なお振込手数料は参加者のご負担でお願いいたしま

す。

（４） 申込みの変更・取消

８月７日（土）までに現地運営事務局まで E-mailまた

は FAXにてお申し出下さい。ご参加いただけない場合で

も参加費の一部は申し受けますので，あらかじめご了承

下さい。

８． その他

詳細は，本部会ホームページ（http://www.jsidre.or.jp/bukai

/keikaku/bukaitop.htm）をご覧下さい。

１． 開催日

（１） 研究集会 平成２２年１０月７日（木）

（２） 現地見学会 平成２２年１０月８日（金）

２． 場 所

（１） 研究集会 群馬県市町村会館

〒３７１―０８４６群馬県前橋市元総社町３３５―８

�０２７―２９０―１３６６

（２） 現地見学会 群馬県嬬恋地域（予定）

３． 研究集会テーマ 未定

４． 問合せ先（事務局）

東京農業大学地域環境科学部生産環境工学科

農地環境工学研究室 藤川

〒１５６―８５０２東京都世田谷区桜丘１―１―１

�０３―５４７７―２３４０

５． その他

詳細は本誌８月号に掲載予定。

資源循環研究部会では，農村における水循環やバイオマスの

利活用に係る技術の発展およびこれら技術に関心を有する者の

学術交流を目的として，研究発表会を開催します。

つきましては，農業農村工学会会員および資源循環研究部会

員の皆様方から広く発表者を募りますので，積極的なご応募・

ご参加をお待ちしています。

なお，発表会の聴講申込みにつきましては，詳細が明らかに

なり次第お知らせします。

１． 開催日（予定）

平成２２年１１月１７日（水）～１１月１９日（金）のうち一日

１０：００～１６：００

バイオマスエキスポ２０１０の併催セミナーとして開催。

２． 会 場 東京ビッグサイト

３． 内 容

農村における水やバイオマス等資源の利活用及び循環に係る

調査・研究の最新成果

４． 発表要領

（１） 発表者の資格

農業農村工学会資源循環研究部会員とします。（申込み

と併せての入会も可能です。）

（２） 発表の内容

農村における水やバイオマス等有機資源の利活用およ

び循環に係る調査・研究の成果（農業集落排水技術，バ

イオマス利活用，水資源再利用，汚泥再資源化技術等）

（３） 発表方法

個人発表とし，１人（共同研究の場合は口頭発表者）１

課題とします。

発表を補助する映像機器として，パソコンおよびプロ

ジェクターを用意します。

（４） 発表時間

２０分程度/人（発表１７分，質疑応答３分程度）の予定

です。

（５） 論文集

論文集を作成し配布します。

（６） その他

優秀な論文については，部会長賞を与え，発表会場で

平成２２年度資源循環研究部会研究発表会の発表申込みについて

技術者継続教育プログラム認定申請中

農地保全研究部会第３１回研究集会の開催について（第１報）

技術者継続教育プログラム認定申請中
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表彰することを予定しております。

５． 申込方法

（１） 発表申込み

①申込用紙の提出をもって申込みとみなします。

申込用紙は研究部会 HPよりダウンロードして下さ

い。

②原則として電子メールにて受け付けます。受理次第，

当方から確認のメールを送信させていただきます。

③締切は平成２２年７月３０日（金）とします。

④なるべく多くの方に発表してもらう考えであります

が，応募総数，内容によってお断りする場合がありま

す。応募者へは８月上旬に通知する予定です。

（２） 投 稿

①発表が決定した応募者には，論文を作成していただき

ます。論文集原稿作成要領を研究部会 HPに掲載して

おります。

②投稿締切は平成２２年８月３１日（火）とします。

③論文は，査読委員会にて査読を行い，場合によっては

加筆修正をお願いする場合があります。

（３） 申込み・問合せ先

農業農村工学会資源循環研究部会

事務局：（社）地域資源循環技術センター

集落排水部企画班（担当：濱井）

〒１０５―００１２ 東京都港区芝大門１―１―３

日本赤十字社ビル

�０３―３４３２―６２８２ FAX０３―３４３２―０７４３

E-mail：sigen@jarus.or.jp

研究部会 HP：

http://www.jarus.or.jp/news/030617sigentop.html

水文・水環境研究部会では，第２３回シンポジウムを開催し

ます。講演申込み，参加申込みについては下記のとおりです。

１． 期 日 平成２２年１１月２５日（木），２６日（金）

２． 会 場 宇都宮大学峰キャンパス大学会館多目的ホール

〒３２１―８５０５宇都宮市峰町３５０

会場へのアクセスは，http://www.utsunomiya-u.

ac.jp/map/map01.html をご覧下さい。

３． プログラム（予定）

１１月２５日（木）

１３：００～１３：３０ 受 付

１３：３０～１７：３０ 研究会

１８：００～２０：００ 情報交換会

１１月２６日（金）

９：００～１２：００ 研究会

４． 講演内容 農林地および広域の水文・水環境

５． 講演時間 １課題３０分程度（質疑応答も含む）

６． 参加費 研究会参加費 １，０００円

情報交換会参加費 ５，０００円（予定）

７． 講演申込み

一般講演を募集します。講演原稿は１０頁以内で部会誌「応

用水文 No．２３」に「論文（査読原稿）」もしくは「部会報告（査

読無し原稿）」として掲載され頒布されます。申込締切は１０

月１日（金），原稿提出締切は１０月１５日（金）です。講演申

込時には講演題目，講演者名，連絡先（住所，TEL，FAX，E-

mail），原稿種別をお知らせ下さい。なお，講演原稿の書式等

については部会ホームページをご覧いただくか水文・水環境研

究部会事務局へお問い合わせ下さい。

８． 研究会・情報交換会の参加申込み

氏名，連絡先（住所，TEL，FAX，E-mail）および参加項目

（研究会・情報交換会）を記載の上，下記の水文・水環境研究

部会事務局あて FAXまたは E-mailでお申し込み下さい。参加

申込締切は１１月１２日（金）です。

９． 申込み・原稿送付および問合せ先

講演申込みおよび研究会・情報交換会参加申込み，原稿送付

およびその他シンポジウムに関するお問合せは下記の水文・水

環境研究部会事務局までお願いします。また，最新情報および

詳細情報は部会ホームページ（http://ealfor.ans.kobe−u.ac.jp/

hydenv/index.html）に掲載されます。

水文・水環境研究部会事務局

〒３２１―８５０５ 栃木県宇都宮市峰町３５０

宇都宮大学農学部農業環境工学科 松井宏之あて

TEL & FAX０２８―６４９―８６３８

E-mail：matsuih@cc.utsunomiya−u.ac.jp

１０． 宿泊申込 宿泊の斡旋は致しません。

２０１１年１０月に，イラン・テヘランにおいて，国際かんがい

排水委員会（ICID）第２１回総会および第８回国際マイクロ灌

漑会議が開催されます。

ICID日本国内委員会は，下記の要領に従い，上記会議にお

ける発表論文を募集いたします。投稿をご希望の方は，別記の

連絡先までご連絡下さい。なお，提出いただいた要旨と結論

（Summary and Conclusion）は，ICID日本国内委員会で内容

を確認した後に，会議主催者に提出いたします。

第２３回水文・水環境研究部会シンポジウムの開催について

技術者継続教育プログラム認定申請中

ICID 第２１回総会，第８回国際マイクロ灌漑会議における発表論文の募集について（第２報）
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１． 会議開催概要

開催期間：２０１１年１０月１５日（土）～２３日（日）

開催場所：イラン・テヘラン

２． 発表者募集の対象会議

ICID第２１回総会

ICID第８回国際マイクロ灌漑会議

３． 募集テーマ

（１） ICID第２１回総会

【総会テーマ】

Water Productivity Towards Food Security（食糧安全保障

に対する水の生産性）

【総会議題】

１） Water and Land Productivity Challenges（水と土地の

生産性に関する課題）

２） Water Management in Rainfed Agriculture（天水農業

における水管理）

【スペシャルセッションテーマ】

Modernization of Water Management Schemes（農業用水

管理計画の近代化）

【シンポジウムテーマ】

Climate Change Impacts on Soil and Water Resources（土

壌と水資源に対する気候変動の影響）

【セミナーテーマ】

Possibilities of Using Traditional Methods in Modern

Water Management Systems（近代的な水管理システムにお

ける伝統的手法適用の可能性）

（２） ICID第８回国際マイクロ灌漑会議

【マイクロ灌漑会議テーマ】

Innovation in Technology and Management of Micro irri-

gation for Enhanced Crop and Water Productivity（作物生

産拡大に向けたマイクロ灌漑技術と管理の革新）

なお，総会議題およびマイクロ灌漑会議テーマのサブテーマ

は，第２１回総会および第８回国際マイクロ灌漑会議のウェブ

サイト（http://icid 2011.org/）の Call for Papersおよび日本

語ページに記載されておりますのでご確認下さい。

４． 参加表明および要旨と結論の提出

２０１０年７月２８日（水）までに論文提出者の氏名を，２０１０年

８月１３日（金）までに要旨と結論（Summary and Conclusion）

をそれぞれ E-mailで，８．に記載の宛先まで，ご提出下さい。

５． 作成要領

要旨と結論を５００～６００字の英文で作成。連絡先著者の氏名

をファイル名としたワードデータ（例．総研太郎の場合，souken

_tarou.doc）とし，ページ冒頭に論文タイトル，著者と共著者

名，所属，各著者の住所，電話番号，FAX番号，E-mailアド

レスをご記載下さい（連絡先著者を最初に記載）。

なお，提出いただいた要旨と結論については，日本国内委員

会で内容を確認いたします。その結果については，２０１０年８月

２７日（金）までにご連絡いたします。

詳細は，第２１回総会および第８回国際マイクロ灌漑会議の

ウェブサイト（http://icid 2011．org/）でご確認下さい。

６． 論文の作成

Full Paperの作成要領は，第２１回総会および第８回国際マ

イクロ灌漑会議のウェブサイト（英語）に掲載されている Call

for Papersをご参照下さい。主催者より追加情報があれば，

発表予定者にご連絡いたします。なお，Full Paperについて

は，２０１１年２月２２日（火）までにご提出下さい。

７． 今後の予定

・日本国内委員会の論文参加氏名登録の締切

２０１０年 ７月２８日（水）

・会議主催者への論文参加氏名登録の報告

２０１０年 ７月３０日（金）

・日本国内委員会の要旨と結論の締切

２０１０年 ８月１３日（金）

・会議主催者への要旨と結論の提出

２０１０年 ９月 １日（水）

・会議主催者による要旨と結論の受理の公示

２０１０年１２月１５日（水）

・日本国内委員会の Full Paper締切

２０１１年 ２月２２日（火）

・会議主催者の Full Paper締切 ２０１１年 ３月 １日（火）

８． 論文送付先および連絡先

〒１０５―０００１ 東京都港区虎ノ門１―２１―１７ 虎ノ門 NNビル

（財）日本水土総合研究所（ICID日本国内委員会事務局）

�０３―３５０２―１５７６ FAX０３―３５０２―１３２９

担当：福田 康 yasushi-fukuda@jiid.or.jp

高野 伸 shin-takano@jiid.or.jp
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